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利用上の注意 

(1)  この概要は、 平成 11 年度に「地域保健事業報告」と「老人保健事業報告」を 統合したもので「 老 

太保健 編 」において用いた 平成 10 年度以双の数値は、 「老人保健事業報告」の 数値であ る。 

(2)  この概要の事業の 実施主体は、 地域保健 編は 「保健所」「市区町村」であ り、 老人保健 編は 「市区 

町村」であ る。 

(3)  この概要において、 「政令市」とは 保健所を設置する 市、 「特別 E 」とは東京都特別区であ る。 

(4)  この概要の「人口 10 万 対 」「人口に占める 割合」の率に 用いた人口は、 総務省統計局発表「平成 

15 年 10 月 1 日現在総務省推計人口 ( 総人口 ) 」であ る。 

(5)  表章記号の規約 

計数のない場合 「 @  」 

計数項目のあ りえない場合 「． 」 

計数不明又は 計数を表章することが 不適当な場合 「 」 

減少数 「 ム 」 

(6) 数値は四捨五入のため、 内訳の合計が 総数にあ れなり場合もあ る。 
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地域保健 綿 

Ⅰ 母子保健 
(1 ) 妊産婦・乳幼児の 健康診査の実施状況 

平成 15 年度、 市区町村における 妊産婦・乳幼児の 健康診査の受診美人員は、 「妊婦」 約 124 万 8 

千人、 「産婦」約 7 万 9 千人、 「乳児」約 185 万 3 千人となっており、 幼児は「 1 歳 6 か 月月」 約 

108 万 8 千人、 「 3 歳月」約 106 万 7 千人となっている。 

平成 15 年度の受診率は、 「 1 歳 6 か 月月」 91.9% 、 「 3 歳月」 88.5% となっており、 年次推移をみ 

ると、 「 1 歳 6 か 月尻」、 「 3 歳 児 」ともに増加傾向であ る。 ( 表 1) 

表 1  妊産婦・乳幼児の 健康診査の実施状況 各年度 

( 単位 : 人 ) 

一般健康診査受診美人員 

妊 婦 
精密健康診査夷人員 

一般健康診査受診美人員 

産 婦 
精密健康診査美人員 

一般健康診査受診美人員 

乳 児 
精密健康診査美人員 

一般健康診査受診美人員 

6 か 1 歳 月尻 受診率 (@) 

幼 精密健康診査 美 人員 

一般健康診査受診美人員 

児 
3 歳 児 受診率 (%) 

精密健康診査美人員 

一般健康診査受診美人員 
ネイ Ⅰ ",l@ " みれ 臣 

精密健康診査美人員 

平成 lw 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 

く 1999) (2000) COD C02) (,03) 対前年比 

1 300899@ 1 278897@ 1 259660@ 1 231 239@ 1 247863@ 101.4 

8830 ⅠⅠ 32 Ⅰ 10402 Ⅰ 0 537 10 977 

89 505 89832 89857 91@ 868 79 ㏄ 0 86.0 

58 笘 8 370 56 ⅠⅠ 2 

1@ 833@557@ 1@ 840@784@ 1@ 904@509@ 1@ 843@052@ 1@ 853@379@ 100.6 

26974 26 670 28 741 28 506 28 939 

1@ 099@688@ 1@ 091@ 442@ 1@ 088@860@ 1@ 085@159@ 1@ 088@110@ 100.3 

90.8 90 ・ 8 9 Ⅰ．Ⅰ 9 Ⅰ・ 4 9 Ⅰ・ 9 

Ⅰ 5 0 Ⅰ 8 15475 15419 15 507 16 8 駅 

1@ 055@579@ 1@ 050@717@ 1@ 063@409@ 1@ 053@813@ 1@ 066@639@ 101.2 

87.4 87.2 87.6 87.9 88.5 

67610 66 g9 Ⅰ 63453 62492 60371 

165490@ 165104@ 184917@ 185119@ 177166@ 95.7 

3 65 Ⅰ 3 975 6 584 4 523 5 995 

注 : 受診率 = 一般健康診蚕糞 珍 美人員Ⅰ健康診 査 対象人見 Xl00 
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(2) 妊産婦・乳幼児の 保健指導・訪問指導の 実施状況 

平成 15 年度、 保健所及び市区町村における 妊産婦・乳幼児の「保健指導」の 被 指導案人員 は 、 

「幼児」が最も 多く約 81 万人、 次いで、 「乳児」約 75 万 2 千人となっている。 

また、 平成 15 年度の「訪問指導」の 被 指導案人員は「産婦」約 34 万人と最も多く 、 次いで、 

「新生児」約 22 万人となっている。 

被 指導案人員の 年次推移をみると、 「保健指導」は 全般において 増加傾向、 「訪問指導」の「 妊 

婦 」「新生児」は 減少傾向であ る。 ( 図 1 、 図 2) 

図 ]  妊産婦・乳幼児保健指導の 実施状況 各年度 

( 千人 ) 

図 2  妊産婦，乳幼児訪問指導の 実施状況 各年度 
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宙 平成 11 年度 32082 301  201  240  483 45749 139  291  105  373 

口 12 年度 29971 316  274  239  419 46 726 151  875  121  628 

申 13 年度 27 538 323  394  236  957 47816 158  779  123  751 

ロ 14 年度 26 340 336  700  233  870 50252 168  304  130  452 

■ 15 年度 22 846 339  784  219  642 51  964 176  725  132  588 

注 : 「新生児」は、 未熟児を除く。 
「乳児」は、 新生児・未熟児を 除く。 
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2  健康増進 

い ) 健康増進関係事業の 実施状況 

平成 15 年度、 保健所及び市区町村における 健康増進関係事業の 被指導 延 人員は約 796 万 1 千 

人、 そのうち「栄養指導」が 最も多く約 566 万 9 千人、 次いで、 「運動指導」 約 157 万 4 千人と 

なっている。 

また、 平成 15 年度、 健康増進関係事業の 被指導 延 人員を対双年比でみると、 全体は 105.9 、 

指導内容別にみると、 「禁煙指導」 131.8 と最も高くなっている。 ( 表 2) 

表 2  健康増進関係事業の 内容別指導状況 各年度 

 
 

被 指導 延 人員 ( 火 ) 

平成 lw 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 

(1999) (2000) COD C02) C03) 対前年比 

7@ 142@474@ 7@207@551@ 7@362@453 7 517975 7960851 105.9 

5835583  5923208  5889677  5724726  5668987 99.0 

896  Ⅰ 46 892  90@  Ⅰ 058  652  Ⅰ 224  738  Ⅰ 574  027 128.5 

173023 Ⅰ 51 Ⅰ 44 Ⅰ 6 Ⅰ 586 132@576 Ⅰ 63  15 Ⅰ Ⅰ 23. Ⅰ 

237  722 240  292 252  538 237  092 3 Ⅰ 2  4 Ⅰ 5 Ⅰ 3 Ⅰ・ 8 

      198843 242  271 Ⅰ 2 Ⅰ・ 8 

Ⅰ Ⅹ ウ 巨ノ Ⅰ 整価棲道 不屈，Ⅱ 時 m v@ 由枯仲申 呑 " 臣 ， n4.Jb 

平成 15 年度、 保健所及び市区町村における 禁煙指導の被指導 延 人員は、 「個別」約 8 万 3 千 

人 、 「集団」約 23 万人となっている。 「個別」では「妊産婦」が 多く、 「集団」では「 20 歳未満」 

が 多くなっている。 ( 表 3 、 図 3) 

また、 平成 15 年度、 禁煙指導の被指導 延 人員を対双年比でみると、 「個別」「集団」ともすべ 

ての対象者において 高くなっており、 特に「 20 歳未満」が高くなっている。 ( 表 3) 

表 3  禁煙指導の実施形態別の 実施状況 各年度 
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総 数 73 107@ 64545@ 74485@ 68007 

個 妊産婦 34294  34549  35750  35703 

別 20 歳未満 1) 3 036 Ⅰ 747 58 Ⅰ Ⅰ 759 
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注 :1) 乳幼児を除く。 
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図 3  禁煙指導の実施形態別の 実施状況 各年度 

( 千人 ) 
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3  歯科保健 
平成 15 年度、 保健所及び市区町村における 歯科検診・保健指導 延 人員は約 501 万 5 千人、 予防措 

置 延 人員は約 180 万 6 千人、 訪問歯科「予防措置・ 治療 延 人員」約 8 万 5 千人となっている。 

また、 平成 15 年度の歯科検診・ 保健指導等 延 人員の対双年比は、 「治療」 135.0 、 「予防措置及び 治 

療 延 人員」 109.4 と高くなっている。 ( 表 4) 

表 4  歯科検診・保健指導等の 実施状況 各年度 

( 単位 : 人 ) 

平成 lW 年度 12 年度 

(1999) (2000) 

総数 4  699  594  4  702  932 

検診・保健指導 
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4  精神保健福祉 
平成 15 年度、 保健所及び市区町村における 精神保健福祉関係事業の 延人員は、 「相談」約 79 万 9 

千人、 「デイ・ケ ア 」約 40 万 6 千人、 「訪問指導」約 38 万 6 千人、 「電話相談」約 97 万 4 千人とな 

っている。 

また、 相談等 延 人員の年次推移をみると、 「相談」「訪問指導」「電話相談」で 増加、 「デイ・ケア」 

は減少傾向となっている。 ( 図 4) 

なお、 相談 延 人員を主な相談内容別にみると、 「社会復帰」「心の 健康づくり」の 相談が多くなって 

いる。 ( 図 5) 

図 4  精神保健福祉相談、 ディ・ケ ア 、 訪問指導、 電話相談の実施状況 
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図 5  精神保健 福 T 相談の主な相談内容別状況 平成 15 年度 (2003) 
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5  難病 

平成 15 年度末現在、 保健所における 特定疾患医療受給者 証 所持者は約 52 万 8 千人、 「 男 」約 21 万 

4 千人 (40.6%) 、 「 女 」 31 万 4 千人 (59.4%) となっている。 

また、 特定疾患医療受給者 証 所持者を人口 10 万 対 でみると 413.5 となっており、 疾患 別 では、 「 (12) 

潰瘍性大腸炎」が 最も高く 60 ・ 5 、 次いで、 「 (20) パーキンソン 病関連疾患」 55.8 となっている。 ( 表 5) 

表 5  特定疾患医療受給者証の 所持者数 平成 15 年度来現在 (2003) 
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